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実験結果 ・製作物 ・身の回りで見られる自然事象 ・ノ
ートなどを共有できるよう，実地り投影機やデジカメに加
え，タブレッ ト端末を2人に1台の割合で自由に使い，
写真やビデオを大型画面で見られるようにした。板書保
存 ・実験や観察の結果記録と提示・ノートやワークシー
トの提示・インターネットでの調べ学習を中心に用いた。
ICT機器を使いこなせるようになると，相手に何か
を示す場合素早く正確な情報を示すことができると考
えた。つまり，正確な実験結果を写真やビデオで確かな
がら考察することが可能となるのである。
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図6:I CT機器活用の様子
3 授業の実際
イメージ図や授業計画を活用した授業について，授業
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言己禄をもとに報告する。
3. 1. イメージ図の活用場面
4年生の，閉じ込めた空気を押し縮めることができる
ことについて，図7のイメージ図を見ながら考察してい
る場面である。
けん：空気は，（押し縮めた後）手を離したら，注射
器の押すところが戻って来ました。
まお ：空気は，フワフワしていて，ボールみたいな
感じで押せて，ボールみたいだから，ボヨー
ンって元に戻ったんだと思います。空気は，
やわらかいと思います。
けん：水は，つぶつぶがギュウギュウに入っていて，
かたいので縮まなかったと思います。
あみ ：空気ってバネみたい。
図7:空気や水の様子を表したイメージ図
3. 2. 授業計画の効果
どのような結果を期待し，考察し，まとめていきたい
のか考えるようになった。時間配分や発表方法を適切に
選び， じっくりと解決するようになっている。次に示す
のは，空気を温める実験を行った授業の記録である。前
半は，実験に時間がかかることを見通して，発表方法を
工夫している様子である。後半は，予想を確かめようと，
自分なりの実験方法で確かめるため，教師に実験器具を
要求しようとしている。
I 
まき ：予想をノートに書いて発表します。
た＜：実験に時間かかるから， ミニボードに書いて
貼ったらどうかな。
まき ：じやあミニボードに書いてください。
↓ 
けん ：空気って動くやろ。だから， 3年生の時に煙
を使ったから，煙を出す機械を貸してほしい
な。線香でもいいけど。
た＜：僕は，ティッシュでヒラヒラできるからそれ
でいいと思うけどなあ。
まき：温度計を置いといたらいいんちゃうかな。
4. 授業の考察
空気が押し縮められたことを，イメージ医で表すこと
で，縮んで元に戻ろうとすることだけに着目した考察で
はなかった。日常生活で体験したことのある，空気で満
たされたボールと関連付けて考察ができたと考えている。
しかし，押し縮められる事象と関連付ける支援を行う
ことで，イメージ図を活用する必要はなくなる。よって，
イメージ図を用いて思考を可視化するということは，対
象となる事象が複雑で説明がつきにくい場合のみに有効
かもしれないと考えた。特に，空気を押し縮めることが
できたという実験結果を考察する場合全員が体験して
いることをわざわざイメージ図にかいて表現する必要が
あるのかと考えた。
授業計画については，授業の計画を立てることで，ス
ムーズな授業進行はもちろんのこと，課題解決の見通し
をもてるようになったと感じている。自分たちで授業を
進行できるからこそ，自分たちのしたい実験ができ，課
題解決に主体的にかかわるようになっていると考える。
子どもたちは，実験が大好きである。だからこそ， 自分
の予想に照らし合わせて必要となる実験を自分なりに計
画し，取り組むという主体性を大切にしたいと考えた。
5 成果と課題
本研究の成果として，子どももたちが「自分たちで授
業ができる」という意識をもつことで，主体的な学びに
つながると感じた。授業計画には，単元で取り組む課題
を設定する作業も含んだため，子どもたちの興味 ・感心
や思考に沿った単元計画が立てられ，見通しをもった学
習活動が展開できたことも成果である。また，理科に限
らず，国語科や算数科でも自分たちで課題を解決したと
いう達成感から，また次の課題へと向かう姿勢が見られ
た。
課題として，イメージ図の活用が挙げられる。イメー
ジ図は，考えを表出するツールとして活用してきたが，
見えない事象をイメージするため，実験結果との関連付
けや考察への活かし方が難しいと感じた。授業の実際に
もあるように， 日常生活に見られることを例に挙げて考
察した場合のほうが，子どもたちも相手の言いたいこと
を理解しやすいようである。イメージ図活用の必要性は
大きな課題だと感じた。
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